
研究機関名：旭川医科大学 
承認番号 22118 

課題名 旭川医科大学医学部歯科口腔外科における周術期口腔機能管理症例の検討 

研究期間 実施許可日 ～ 2027年 3月 31日 

研究の対象 2012年 4月から 2022年 3月までの期間に当院歯科口腔外科で周術期口腔機能

管理を行った方。 

利用する試料・情報の

種類 

 

 

■診療情報（詳細：診療科、病名、術式、身長、体重、年齢、性別、治療内容、

合併症、口腔内の状況等） 

□手術、検査等で採取した組織（対象臓器等名：        ） 

□血液 

□その他（ ） 

試料・情報の管理につ

いて責任を有する者 

旭川医科大学 学長 西川 祐司 

研究の意義、目的 旭川医科大学歯科口腔外科は 1977 年に開設され、口腔顎顔面疾患の診断・治

療を行っております。周術期口腔機能管理とは、手術や化学療法、緩和ケアを

行っている患者に対し、口腔ケア介入を行うものです。2012 年度の歯科診療

報酬改定によってがん患者等の周術期における包括的な口腔機能の管理を目

的とした周術期口腔機能管理料が新設され、当科でも 2012 年から各科からの

紹介を受け、周術期口腔機能管理を行っています。 

今回、過去 5 年間の周術期口腔機能管理を行った方の調査を行い現在の動向

を知り、主科での治療内容、当科での対応などを検討することによって以下の

ことを明らかにしたいと考えております。 

①口腔機能管理による合併症発症率や医療費増減への影響 

② 診療体制について今後の拡充すべき点 

また、今後はその情報をもとに以下の目標を達成したいと考えています。 

① 周術期の口腔内合併症の減少 

② 患者満足度の向上 

③ 各職種・部署との連携を行いチーム医療の推進 

④ 医療者の働きやすさ 効果的な介入方法 

⑤ 周術期口腔ケアセンターとしてのシステムの構築 

評価項目について：年齢、性別、病名、年度別推移、既往歴、合併症、入院日

数、紹介元、処置、居住地、口腔内の状況、主科での治療内容などをカルテか

ら調査し臨床統計的検討を行います。 

外来・入院カルテ、入院記録、退院時要約などの資料から当該期間に当科で周

術期口腔機能管理を行った方について調査を行います。年齢、性別、病名、年

度別推移、既往歴、合併症、入院日数、紹介元、処置、居住地、口腔内の状況、

主科での治療内容などを検討させていただき、個人を同定できない状態にして

解析します。 

情報公開文書 （単施設用）  



研究の方法 外来・入院カルテ、入院記録、退院時要約などの資料から当該期間に当科で周

術期口腔機能管理を行った方について調査を行います。年齢、性別、病名、年

度別推移、既往歴、合併症、入院日数、紹介元、処置、居住地、口腔内の状況、

主科での治療内容などを検討させていただき、個人を同定できない状態にして

解析します。 

その他 企業からの資金提供などはありません。開示すべき利益相反もありません。 

お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障

がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお

申出下さい。また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもし

くは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませ

んので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益

が生じることはありません。 
  

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

 旭川医科大学歯科口腔外科学講座 岡 久美子 
旭川市緑が丘東 2 条 1 丁目 1 番 1 号 電話番号：0166-68-2270 
研究責任者：旭川医科大学歯科口腔外科学講座 岡 久美子 

 
 


